
論憲董邁中‘‘揺蒜使’’善業 平成12年に始まった「お茶壷道中iJサi」の再現 �論憲董邁中ツアー参蘭書寡窯 ～茶の湯ふれありの旅－ 

昨年好評を得ました、「お茶壷道中ツアー」。 
も、皆さんのご協力をいただき、今年も開催す �今年は、「茶の湯ふれあいの旅」と越し、茶壷適中ゆかりの京 

る運びとなりました。このイベントを一層盛り �都・滋賀をめぐるツアーを開催いたします／－， 

上げていくため、お茶電道中の採茶便を募集い �今回のツアーでは、和菓子づくりの里寿長生の郷での茶席の 

たします。 �開催や、243年ぶりとなる清水寺「奥之院御本尊御開帳」持観な 

採茶使とは、当時、江戸幕府から将軍家御用 �ど盛りだくさんの内容で皆様のご参加をお待ちしております． 
の茶を宇治から江戸まで運ぶために遣わされた �実施日　6月22日（同一23日（月）1泊2日 

者で、お茶壷道中行列の最高責任者のことです。 �内　容 

抹茶供になられた万には、「お茶壷道中ツアー」 �・滋賀県大津市叶匠毒庵寿長生の郷 
のI寸I長を務めていただく他、10月下旬に開催さ �・特別挿観清水寺「奥之院御本尊」 

れる「お茶壷適中行列」では、標茶傍として主役 �・京の上生菓子「ねりきり細工」の体験 

を担っていただきます。 募集人員1名（面内在住の方） �・朝食1回、昼食2回、夕食1回（京懐石） 

募集人員　40名（定員になり次第締切） 

参加費用　29，000円程度 

※応募者多数の場合は抽選により決定 �※参加費用には、交通費（バス借上）、宿泊代、食事代、入場料 

応募締切　5月30日（金） �などを含みます 

間合先　お茶壷道中実行委員会 �申込期限　6月6日（金） 

事務局　磯武　℡（43）3418 �申込先「お茶壷道中ツアー」取扱旅行代理店 

産業観光課観光振興担当 室謹∴≡∴∴選… 弼醗’一郎 ∴∴ �（株）トラベルインフォメーション　℡（43）0045 
間合先　お茶壷道中実行委員会 

ツアー部会　岩間公勇　℡（43）2565 

産業観光課　観光振興担当 
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